
はじめに

河川には様々な動植物が生息・生育し, 多様な自然

環境が形成されている. しかし, 長い年月の間には自

然災害および人工的改変により, 野生生物が生息する

自然環境の悪化が余儀なくされるのも現実である. 河

川の自然環境を保全するには, ここに生息する動植物

を多角的に調査・分析し, その結果を資料として残し,

これを実際に応用していくことが重要である. 鳥類に

おいても, 環境の違いによってそこに生息する種数や

構成種が異なることが知られている. そこで, 同じ場

所における鳥類の動向や消長を定期的に調査し, 比較

できれば, その自然環境の変化も見えてくるであろう.

足羽川は, 九頭竜川および日野川に次いで福井県を

代表する河川の一つであり, 嶺北地方の南東部に位置

する今立郡池田町の山間部にその端を発し, 旧美山町

(現：福井市) を経て福井市東部の平野部から福井市

街地を通って日野川に合流している一級河川である.

また, 足羽川は流域の田畑を潤し地域住民の産業と生

活に深い関わりを持ち, 地域住民の憩いと癒しの場と

もなっている.

調査区域および調査方法

調査区域として, 足羽川に架かる足羽川橋 (北陸自

動車道) 上流側から毘沙門橋上流側までの河川区域

(36 0゚0́ N, 136 1゚6́ E) を設定した (図１). 区間距離

は約3.0㎞で, 区域幅は左岸堤防より法面, 河川敷お

よび水面域の約150mとし, その総面積は約45haとし

た.

身近な里山や里地および河川敷等での鳥類相は, 春

季の繁殖期および秋季の渡り時期にはその種数および

個体数が多くなり, 夏季および積雪期には少なくなる

傾向にある (例えば柳町, 2006, 2008). また, 調査

日数は,通年でなお且つ日数を多くすることが望まし

く, 年間20日間以上の日数が必要との報告 (大迫ら,

1996) がある. そこで本調査では, 春季は渡りおよび

繁殖期の３月～６月, 秋季は渡りと冬鳥の定着期の９

月～12月とし, 春季15日間および秋季13日間, 延べ28

日間で実施した.

調査区域内にＡ～Ｇの7調査地点を設定した (図１).

その環境写真を図２に示す. 各調査地点は, 堤防から

の見通しが河川敷の樹木によって出来るだけ遮られな

いような場所に設定するようにした. 足羽川橋 (北陸

自動車道橋) を起点にして各地点までの距離はＡ点

(0.1km), Ｂ点(0.5km), Ｃ点(0.8km), Ｄ点(1.1km),

Ｅ点(1.6km), Ｆ点(2.2km), Ｇ点(2.6km) であった.

調査は, 各地点において河川側の半径約100ｍ以内

の堤防法面, 河川敷, 開放水面およびその上空を調査

範囲とし (対岸の河川敷および法面は除外), 10分間

に10倍の双眼鏡および60倍の望遠鏡を用いて姿を確認,

または鳴き声を確認した鳥類の種名 (以下確認種とい

う)と個体数を記録するスポットセンサス法で実施し

た. ただし, 水際の草木等に隠れてカウント出来なかっ

た個体や, 上空を移動する個体を重複カウントした可

能性もあったと思われる. 調査は, 日の出時刻の30分
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ほど前から１時間半ほどの間に実施し, 可能な限り晴

天～曇天で風の無い日を充てた. 幼鳥や営巣の確認お

よび繁殖期間のほぼ２カ月にさえずりや縄張り行動が

継続して確認された種を, 調査区域内で繁殖している

種と判断した. しかし, 堤外地の農耕地等で繁殖した

可能性のある種など, 明確に区別出来ない種もあった

と思われる.

結果と考察

本調査で確認された鳥類は11目26科61種で, その種

名リストおよび調査日ごと・確認種ごとの確認密度

(その種の７地点の合計個体数÷45ha) および調査期

間中の平均確認密度 (種ごとの確認密度の合計÷28)

を表１に示した. ｢福井の鳥とけものたち｣ (福井県自

然環境保全調査研究会鳥獣部会, 1998) には福井県の

鳥類目録として計18目63科317種が掲載されており,

本調査ではそのうち19.2％が観察されたことになる.

表中の ｢渡り区分｣ については ｢福井の鳥とけものた

ち｣ に従って確認種を分類したものであり,留鳥30種

(49.2％), 夏鳥５種(8.2％), 冬鳥21種(34.4％), 旅鳥

５種(8.2％) であった. また18種(29.5％) については

繁殖の可能性が極めて高いものと判断された. これら

のうち ｢福井県の絶滅のおそれのある野生動物 (動物

編)｣ (福井県福祉環境部自然保護課編, 2002) に掲載

されている種は, 県域絶滅危惧Ⅰ類ではミサゴ

PPaannddiioonn hhaalliiaaeettuuss,, オオタカAAcccciippiitteerr ggeennttiilliissの２種,

県域絶滅危惧Ⅱ類ではハイタカAAcccciippiitteerr nniissuuss,, ノスリ

BBuutteeoo bbuutteeoo,, ハヤブサFFaallccoo ppeerreeggrriinnuuss の３種, 県

域準絶滅危惧ではコチドリCChhaarraaddrriiuuss dduubbiiuuss,, イソシ

ギAAccttiittiiss hhyyppoolleeuuccooss の２種, 要注目ではカワアイサ

MMeerrgguuss mmeerrggaannsseerr,, コムクドリSSttuurrnnuuss pphhiilliippppeennssiiss

の２種の, 合計９種類であった.

平 均 確 認 密 度 の 上 位 10 種 はマガモ AAnnaass

ppllaattyyrrhhyynncchhooss,,ハシボソガラスCCoorrvvuuss ccoorroonnee,,ヒヨド

リHHyyppssiippeetteess aammaauurroottiiss,, コガモAAnnaass ccrreeccccaa,, スズメ

PPaasssseerr mmoonnttaannuuss,,カルガモAAnnaass ppooeecciilloorrhhyynncchhaa,,カワ

ラヒワCCaarrdduueelliiss ssiinniiccaa,, オオヨシキリAAccrroocceepphhaalluuss

aarruunnddiinnaacceeuuss,,アトリFFrriinnggiillllaa mmoonnttiiffrriinnggiillllaa,,ムクド

リSSttuurrnnuuss cciinneerraacceeuussであった. １位のマガモは, 圧

倒的な個体数の多さで期間を通しての確認密度が最も

高かったことから, 冬鳥でありながら河川の代表種と

言われる所以である. しかし, 猛禽類や堤防を歩く人

間などによって他のカモ類と共に飛散して, 調査時の

タイミングで確認されなかったこともあった. ２位の

ハシボソガラスは, 期間を通じて確認されていること

に加えて, 積雪期であっても河川敷の枯れた草木によ

る空間が, 農耕地に比して餌場として利用されやすい

傾向にあり, 確認密度を高くしていると思われる. ３

位のヒヨドリは, 秋季に群れで移動する傾向にあり,

調査地の上空で低空飛翔しているのが確認されたが,

この群れでの行動からは河川敷を利用しているとは思

われなかった. ４位のコガモと６位のカルガモは, 水

面上での確認が容易であったが, マガモと同様岸辺の

草木に隠れていることや外敵要因による飛散のためカ

ウントが出来なかったこともあった. ５位のスズメや

７位のカワラヒワおよび10位のムクドリなどは, 留鳥

であるため期間を通して確認され, 特に秋季には群れ

行動での確認が多かったが, 草むらに隠れていること

や堤外地との往来も度々あり, カウントの不十分な場

合や重複もあったとも思われる. ８位のオオヨシキリ

は, 夏鳥として渡来し５月～６月のヨシ原で囀る個体

のカウントであり, しかもその姿は穂先や枝先で希に

確認できる程度だったが, 平均確認密度の高さから,

初夏には集中的に河川敷を利用していることが示唆さ

れた. ９位のアトリは, 冬鳥として山野に大群で渡来

するが, 特に早春には河川敷の草木林で採餌している

のが多く確認された.

春季の調査日における確認密度合計の推移をみると,

渡去前のマガモやコガモなどのカモ類やアトリ等による

冬鳥の群れおよび留鳥のカワラヒワやホオジロ

EEmmbbeerriizzaa cciiooiiddeess,, ハシボソガラスなどの冬季の群れ行

動から繁殖期に入る分散行動により, 春季にかけて確

認密度が下がる傾向にあった. しかし, 初夏には夏鳥

のオオヨシキリが渡来し, その低下傾向を押し止める

ほどになり河川敷の賑わいもまた復活していた. 種数

の変化にも33種から17種へと, 冬鳥の名残が消えて夏

鳥が渡来するころの河川流域では下降傾向がみられた.

秋季における確認密度の合計は, 春季のそれに比べ

て全般的に高い傾向がみられた. その要因はマガモを

主とするカモ類の飛来が増えてきたことやヒヨドリの

大群での移動がみられたこと, およびムクドリやスズ

メ, ハシボソガラスなどが幼鳥と共に群れ行動となっ

て確認されたことが挙げられる. しかし種数において

は15種から26種の範囲で変化しており, 必ずしも春季

ほど多くは無かった.

また, 春季の確認密度が高かった要因として, ３月

～４月にはカモ類の多さに加えてアトリとカワラヒワ

が多かったことが挙げられる. 秋季ではカモ類の多さ

に加えて12月に入ってスズメやハシボソガラスおよび

ミヤマガラスCCoorrvvuuss ffrruuggiilleegguussの群れが確認密度を

押し上げる要因となった. 冬鳥であるカワアイサ

MMeerrgguuss mmeerrggaannsseerrが, ４月以降から夏季には数羽が

確認されることが時々あったことは特記すべき点であ

る. このカワアイサはおそらく近くの渓流的環境の水

辺で越夏しているものと思われるが, その場所は確認
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されていない. 筆者は, これと同じような越夏現象を

永平寺町および大野市の九頭竜川流域でここ数年続け

て確認している. しかし, 夏季にヒナおよび幼鳥が確

認されていないことから, この流域での繁殖は無いと

推測される.

平均優占度 (調査地点ごとにその種の個体数÷全種

の総個体数を算出し, ７地点で平均したもの)と出現

率 (その種が確認された日数を全調査日数 (28日) で

割ったもの)を表２に示す. ７地点の平均優占度の上

位10種は, 平均確認密度の上位10種と多少の上下の入

替えがあったものの同じであったが, 各地点別との比

較では, その河川環境の相違で上位10種のうち１～５

種の入替えがみられた.

Ａ地点ではイソシギTTrriinnggaa hhyyppoolleeuuccooss,,セグロセキレ

イMMoottaacciillllaa ggrraannddiiss,,キジPPhhaassiiaannuuss ccoollcchhiiccuuss,,ダイサ

ギEEggrreettttaa aallbbaa,,シメCCooccccootthhrraauusstteess ccooccooootthhrraauusstteessが

上位10種入りし, カルガモ, ヒヨドリ, マガモ, コガモ,

アトリが下位に外れた. これはすぐ上流側に堰があり,

その下流側の水際には砂礫地や浅瀬が形成されており,

カモ類の確認が少なかったためである. 春季にはこの砂

礫地でイソシギのディスプレイする個体や鳴き声が度々

確認されたのが特徴的であった. また河川敷の草地や

モザイク状の畑地ではキジが多かったが, 確認個体数

と確認種数では７地点で最も少なかった.

Ｂ地点ではダイサギ, カシラダカEEmmbbeerriizzaa rruussttiiccaa,,

アオサギAArrddeeaa cciinneerreeaaが上位10種入りし, オオヨシ

キリ, ムクドリ, ヒヨドリが下位に外れた. これは堰

による開放水面が広いため常に多くのカモ類が集まる

環境であったが, これらカモ類は外敵要因等による飛

翔移動が多く, 個体数の増減も大きかったためである

と考えられる. 開放水面の広い地点ではこのような傾

向がよく見られた. また小さな中州の水際や浅瀬では

サギ類が, 低水敷の草地や樹木ではカワラヒワやカシ

ラダカなどが多く確認された. その結果, 確認総個体

数および確認種数では７地点の中で最も多くなった.

Ｃ地点ではカワウPPhhaallaaccrrooccoorraaxx ccaarrbboo,, ダイサギ,

アオサギ, セグロセキレイが上位10種入りし, オオヨ

シキリ, ムクドリ, ヒヨドリが下位に外れた. この地

点も開放水面が広くカモ類が多かったこと, 更にカワ

ウが浅瀬で度々確認されたのが特徴的だった. また低

水敷の草原や樹木では, アトリの群れが度々確認され

１位にランクされた.

Ｄ地点ではカイツブリPPooddiicceeppss rruuffiiccoolllliiss,, ツバメ

HHiirruunnddoo rruussttiiccaa,, アオジEEmmbbeerriizzaa ssppooddoocceepphhaallaaが上

位10種入りし, ヒヨドリ, アトリが下位に外れた. こ

の地点は中州が無く水際と草木等の形成が, カイツブ

リには程良い生息環境を作り出していたものと思われ,

春季の繁殖期には鳴き交わしやオス同士の追っかけ合

う縄張り争いが度々確認された. ツバメは堤外地の農

耕地から河川敷上空での飛翔が確認されたが, ねぐら

として利用していたかどうかは調査期間外のため未確

認であった. アオジは晩秋から初冬の時期に河川敷の

草むらで度々確認された.

Ｅ地点ではセグロセキレイ, ミヤマガラスが上位10

種入りし, カルガモ, コガモが下位に外れた. この地

点は開放水面が狭く流れもあるためカモ類は少なかっ

たが, 低水敷の草地が広く, ヨシ原ではオオヨシキリ

やカワラヒワが多く確認された. また秋季にはハシボ

ソガラスとミヤマガラスの群れが堤外地の田んぼと往

来するのが度々確認された. また大群で上空を飛ぶヒ

ヨドリが確認されたが, 河川敷を利用する状況ではな

かった.

Ｆ地点ではセグロセキレイ, アオサギ, キジバト

SSttrreeppttooppeelliiaa oorriieennttaalliiss,, ホオジロが上位10種入りし,

カルガモ, マガモ, コガモ, アトリが下位に外れた.

この地点も開放水面が狭く流れもあるためカモ類は少

なかった. 更に砂礫地も形成されていてセグロセキレ

イやアオサギが度々確認された. また低水敷のエノキ

を中心とした樹木にはキジバトが多かったことや, 草

地でのオオヨシキリとホオジロ類の確認も多かった.

秋の渡りの季節にはヒヨドリの大群が見られ, 優占度

では１位となった.

Ｇ地点ではイワツバメDDeelliicchhoonn uurrbbiiccaaが上位10種

入りし, ムクドリが下位に外れた. この地点は毘沙門

橋下流にある堰によって多くのカモ類が生息する水域

であるが, 水域の両側がエノキやカワヤナギ等により

水面のカモ類の確認が十分には出来なかった. また春

季には特異的に毘沙門橋を潜るイワツバメが確認され

たが繁殖には至っていなかった.

出現率を見ると, ハシボソガラスとセグロセキレイ

が毎回確認され, 次いでアオサギとスズメなどの出現

率が高くなっていた. 開放水面ではカイツブリとカル

ガモが, 河川敷ではカワラヒワやキジバト, モズ

LLaanniiuuss bbuucceepphhaalluuss,, ムクドリなどの留鳥がよく確認

された. これらのことから堤外地の農耕地である里地

や河川敷の環境が良い生息環境になっていることが示

唆された.

2004年７月に発生した集中豪雨により甚大な被害を

受けたこの河川流域は, その後の災害復旧と河川管理

により, 徐々に元の河川環境に戻っていると思われる.

災害直後の2004年10月～2006年９月までの鳥類相の調

査 (柳町, 2007) と比較してみると, 調査期間および

調査方法の違いがあり厳密な比較にはならないが, 今

回の調査期間に準じて確認された種数では８種が増え

ており, 河畔林や草木類の形態が整ってくるにつれて,

河川流域の野生生物多様性も維持されてきていると推
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測される. また, オオタカAAcccciippiitteerr ggeennttiilliissやノスリ

BBuutteeoo bbuutteeoo等の猛禽類にとっては, 河川敷の中高木

が形成された河畔林は冬季の良い狩場として利用され

ているが (柳町, 2002), 当区域でも集中豪雨被害以

後の河畔林の回復に伴い, オオタカの出現率も上昇し

てきている. しかし, 集中豪雨以前の状況にはまだ至っ

ていないように思われる.

今回の調査から, 身近な変化に富んだ河川環境は多

くの野鳥にとって重要な生息環境であることが確認さ

れた. この結果を今後の河川環境の保全に繋げていく

ことが大切あり, 今後もこのような継続した調査が必

要であろう.
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AAAbbbbssssttttrrrraaaacccctttt

SSuurrvveeyyss ooff tthhee bbiirrdd ffaauunnaa aanndd iittss aannnnuuaall cchhaannggee

iinn tthhee mmiiddddllee ppaarrtt ooff AAssuuwwaa RRiivveerr wwhhiicchh ppaasssseess

tthhrroouugghh tthhee uurrbbaann ooff FFuukkuuii CCiittyy wweerree ccoonndduucctteedd

iinn sspprriinngg aanndd aauuttuummnn iinn 22001111 bbyy uussiinngg tthhee ssppoott--

cceennssuuss mmeetthhoodd.. IInn aallll,, aa ttoottaall ooff 6611 ssppeecciieess bbeelloonngg ttoo

2266 ffaammiilliieess aanndd 1111 oorrddeerrss wweerree rreeccoorrddeedd iinn tthhiiss

ssttuuddyy aarreeaa.. TThheessee wweerree ccoonnssttiittuutteedd 3300 rreessiiddeenntt bbiirrdd

ssppeecciieess,, 55 ssuummmmeerr bbiirrdd ssppeecciieess,, 2211 wwiinntteerr bbiirrdd

ssppeecciieess aanndd 55 mmiiggrraattoorryy bbiirrdd ssppeecciieess.. IItt iinncclluuddeess 99

eennddaannggeerreedd ssppeecciieess tthhaatt wweerree rreeggiisstteerreedd iinn tthhee

FFuukkuuii PPrreeffeeccttuurree RReedd--DDaattaa--BBooookk iinn 22000022.. IInn

aaddddiittiioonn,, 1188 ssppeecciieess oouutt ooff tthheemm hhaass hhiigghh bbrreeeeddiinngg

ppoossssiibbiilliittyy.. AAnnaass ppllaattyyrrhhyynncchhooss wwaass oobbsseerrvveedd aass tthhee

hhiigghheesstt ssppeecciieess bbyy aavveerraaggeedd ddeennssiittyy aanndd ppoosssseessssiioonn

rraattee.. CCoorrvvuuss ccoorroonnee aanndd MMoottaacciillllaa ggrraannddiiss wweerree

oobbsseerrvveedd aass tthhee hhiigghheesstt ssppeecciieess bbyy aavveerraaggeedd

aappppeeaarraannccee rraattee.. TThhee nnaattuurraall ssuurrrroouunnddiinnggss ooff

AAssuuwwaa RRiivveerr BBeedd wweerree ggrraadduuaallllyy rreeccoovveerreedd ffrroomm

tthhee ddaammaaggee ooff hheeaavvyy rraaiinnffaallll oonn 22000044.. MMaannyy bbiirrddss

iinnhhaabbiitt tthhiiss aarreeaa tthhrroouugghhoouutt tthhee yyeeaarr,, aanndd mmaannyy

sseeaassoonnaall bbiirrddss mmaakkee ggoooodd uussee ooff tthhiiss aarreeaa aass aa rreesstt

ssppoott dduurriinngg mmiiggrraattoorryy ppeerriiooddss iinn tthhee sspprriinngg aanndd

aauuttuummnn sseeaassoonnss.. TThhuuss,, iitt iiss vveerryy iimmppoorrttaanntt ttoo ssttuuddyy

oonn tthhee bbiirrdd ffaauunnaa iinn ffuuttuurree..

KKKeeeeyyyywwwwoooorrrrddddssss：：AAssuuwwaa RRiivveerr,, bbiirrdd ffaauunnaa ooff rriivveerr aarreeaa,,

ssppoott--cceennssuuss mmeetthhoodd,, ccoommppaarriissoonn ooff ppaasstt ddaattaa
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図１. 調査地の概略図
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図２. 各調査地点の環境写真 (A～G)
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表１ 調査地で確認された鳥類リストと確認密度 (ha－1)

確認密度＝各調査日において､ その種の総個体数を調査面積(45ha)で除した値. 平均確認密度＝確認密度の合計値を調査日数(28日)で除した値.
＊＝繁殖が確認された, もしくはその可能性が高い種.

目 名 科 名 種 名 学 名
渡り 3/22 3/29 4/2 4/6 4/10 4/15 4/21 4/27 5/2

区分 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り

カイツブリ カイツブリ ＊カイツブリ PPooddiicceeppss rruuffiiccoolllliiss 留･漂 0.02 0.02 0.07 0.09 0.07 0.04 0.13 0.09 0.02

カンムリカイツブリ PPooddiicceeppss ccrriissttaattuuss 冬 0.02

ペリカン ウ カワウ PPhhaallaaccrrooccoorraaxx ccaarrbboo 冬･漂 0.07 0.04 0.02 0.04 0.02

コウノトリ サギ ゴイサギ NNyyccttiiccoorraaxx nnyyccttiiccoorraaxx 留･夏

ダイサギ EEggrreettttaa aallbbaa 留 0.09 0.02 0.04 0.02 0.02

アオサギ AArrddeeaa cciinneerreeaa 留 0.07 0.02 0.07 0.07 0.11 0.07 0.04 0.04

ガンカモ ガンカモ マガモ AAnnaass ppllaattyyrrhhyynncchhooss 冬 2.18 3.82 0.87 1.51 1.40 0.16 0.18 0.09

カルガモ AAnnaass ppooeecciilloorrhhyynncchhaa 留･冬 0.47 0.67 0.13 0.20 0.69 0.51 0.33 0.38 0.27

コガモ AAnnaass ccrreeccccaa 冬 0.60 1.58 0.53 1.18 0.42 0.91 0.87 0.16 0.09

ヒドリガモ AAnnaass ppeenneellooppee 冬

シマアジ AAnnaass qquueerrqquueedduullaa 旅 0.04 0.09

ミコアイサ MMeerrgguuss aallbbeelllluuss 冬

カワアイサ MMeerrgguuss mmeerrggaannsseerr 冬 0.07 0.07 0.07 0.04 0.02 0.02

ワシタカ ワシタカ ミサゴ PPaannddiioonn hhaalliiaaeettuuss 留･漂

＊トビ MMiillvvuuss mmiiggrraannss 留 0.04 0.09 0.16 0.04 0.04 0.02

オオタカ AAcccciippiitteerr ggeennttiilliiss 留 0.02

ハイタカ AAcccciippiitteerr nniissuuss 留･冬 0.02

ノスリ BBuutteeoo bbuutteeoo 冬･漂 0.02 0.02 0.04

ハヤブサ ハヤブサ FFaallccoo ppeerreeggrriinnuuss 留･冬

キジ キジ ＊キジ PPhhaassiiaannuuss ccoollcchhiiccuuss 留 0.02 0.02 0.31 0.18 0.16 0.22 0.31

チドリ チドリ ＊コチドリ CChhaarraaddrriiuuss dduubbiiuuss 夏 0.07 0.04 0.11 0.11 0.07 0.09 0.11

＊ケリ MMiiccrroossaarrccooppss cciinneerreeuuss 留･漂

シギ ＊イソシギ TTrriinnggaa hhyyppoolleeuuccooss 留 0.04 0.02 0.02 0.07 0.11 0.11 0.31 0.13

ハト ハト ＊キジバト SSttrreeppttooppeelliiaa oorriieennttaalliiss 留 0.07 0.04 0.04 0.04 0.16 0.20 0.13 0.07

ブッポウソウ カワセミ ＊カワセミ AAllcceeddoo aatttthhiiss 留 0.02 0.09 0.04 0.04 0.02 0.04 0.04 0.09

キツツキ キツツキ アオゲラ PPiiccuuss aawwookkeerraa 留 0.02

スズメ ヒバリ ＊ヒバリ AAllaauuddaa aarrvveennssiiss 留･漂 0.04 0.04 0.07

ツバメ ツバメ HHiirruunnddoo rruussttiiccaa 夏 0.04 0.07 0.07 0.20

イワツバメ DDeelliicchhoonn uurrbbiiccaa 夏

セキレイ キセキレイ MMoottaacciillllaa cciinneerreeaa 留･夏

ハクセキレイ MMoottaacciillllaa aallbbaa 冬･留 0.02 0.02

＊セグロセキレイ MMoottaacciillllaa ggrraannddiiss 留 0.07 0.04 0.04 0.11 0.13 0.02 0.13 0.09 0.07

ヒヨドリ ヒヨドリ HHyyppssiippeetteess aammaauurroottiiss 留･漂 0.20 0.04

モズ ＊モズ LLaanniiuuss bbuucceepphhaalluuss 留･漂 0.07 0.02 0.04 0.11 0.04 0.07 0.11 0.13 0.22

レンジャく ヒレンジャク BBoommbbyycciillllaa jjaappoonniiccaa 冬 0.02

ツグミ ノゴマ EErriitthhaaccuuss ccaalllliiooppee 旅 0.07

ジョウビタキ PPhhooeenniiccuurruuss aauurroorreeuuss 冬 0.02 0.02 0.02

ノビタキ SSaaxxiiccoollaa ttoorrqquuaattaa 旅 0.02 0.02 0.02 0.20 0.07 0.04

ツグミ TTuurrdduuss nnaauummaannnnii 冬 0.02 0.04 0.04 0.04 0.04

ウグイス ウグイス CCeettttiiaa ddiipphhoonnee 留･漂 0.04 0.02 0.04 0.02

＊オオヨシキリ AAccrroocceepphhaalluuss aarruunnddiinnaacceeuuss 夏 0.02 0.47

エゾムシクイ PPhhyylllloossccooppuuss tteenneelllliippeess 旅 0.13

センダイムシクイ PPhhyylllloossccooppuuss oocccciippiittaalliiss 夏

シジュウカラ ＊シジュウカラ PPaarruuss mmaajjoorr 留 0.04 0.13 0.16 0.11 0.02 0.04

ホオジロ ＊ホオジロ EEmmbbeerriizzaa cciiooiiddeess 留･漂 0.24 0.22 0.18 0.24 0.13 0.04 0.04 0.02 0.04

カシラダカ EEmmbbeerriizzaa rruussttiiccaa 冬 0.20 0.22 0.07 0.36 0.09 0.11 0.07 0.09

アオジ EEmmbbeerriizzaa ssppooddoocceepphhaallaa 冬 0.09 0.13 0.09 0.07 0.20 0.13

オオジュリン EEmmbbeerriizzaa sscchhooeenniicclluuss 冬 0.02 0.11 0.11

アトリ アトリ FFrriinnggiillllaa mmoonnttiiffrriinnggiillllaa 冬 0.20 1.13 1.33 0.22 1.53 0.07 0.02

＊カワラヒワ CCaarrdduueelliiss ssiinniiccaa 留･漂 0.22 0.56 0.78 0.56 1.20 0.11 0.11 0.16 0.18

ハギマシコ LLeeuuccoossttiiccttee aarrccttooaa 冬 0.11

ベニマシコ UUrraagguuss ssiibbiirriiccuuss 冬 0.02 0.11 0.07 0.04 0.02 0.07

ウソ PPyyrrrrhhuullaa ppyyrrrrhhuullaa 冬･漂 0.02

イカル EEoopphhoonnaa ppeerrssoonnaattaa 留

シメ CCooccccootthhrraauusstteess ccooccooootthhrraauusstteess 冬 0.02 0.44 0.40

ハタオリドリ ＊スズメ PPaasssseerr mmoonnttaannuuss 留 0.09 0.20 0.04 0.09 0.18 0.22 0.29 0.31

ムクドリ コムクドリ SSttuurrnnuuss pphhiilliippppeennssiiss 旅･夏 0.02

＊ムクドリ SSttuurrnnuuss cciinneerraacceeuuss 留 0.13 0.04 0.20 0.20 0.04 0.09

カラス ミヤマガラス CCoorrvvuuss ffrruuggiilleegguuss 冬 0.07

＊ハシボソガラス CCoorrvvuuss ccoorroonnee 留 0.84 0.76 0.31 0.27 0.31 0.24 0.11 0.73 0.22

ハシブトガラス CCoorrvvuuss mmaaccrroorrhhyynncchhooss 留 0.09 0.02

11目 26科 61種 調査日別確認密度の合計 5.76 10.78 5.73 5.60 8.18 3.51 3.22 3.87 3.31

調 査 日 別 確 認 種 数 26 32 31 29 33 23 22 29 24



2011年の足羽川中流域における鳥類相

33

5/7 5/14 5/19 6/6 6/16 6/27 9/14 9/24 10/2 10/12 10/18 10/29 11/5 11/13 11/18 11/29 12/8 12/15 12/20 平均確
認密度

順位
曇り 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り

0.07 0.02 0.02 0.02 0.02 0.07 0.09 0.07 0.07 0.09 0.04 0.02 0.13 0.13 0.13 0.07 0.058

0.02 0.002

0.04 0.02 0.02 0.02 0.29 0.29 0.04 0.98 0.16 0.09 0.18 0.16 0.089

0.04 0.02 0.04 0.02 0.20 0.012

0.02 0.02 0.02 0.20 0.09 0.02 0.13 0.07 0.73 0.13 0.22 0.91 0.04 0.04 0.07 0.07 0.107

0.07 0.09 0.11 0.04 0.09 0.13 0.22 0.13 0.20 0.20 0.09 0.27 0.09 0.09 0.16 0.09 0.09 0.09 0.07 0.100

0.02 0.09 0.07 4.00 3.58 4.89 2.44 4.89 7.78 1.356 1

0.22 0.27 0.24 0.13 0.24 0.33 0.11 0.51 0.13 0.09 0.04 0.89 0.47 0.22 1.53 0.07 0.327 6

0.13 0.02 0.07 0.60 0.22 0.44 0.40 0.07 0.13 1.78 0.87 0.395 4

0.16 0.27 0.015

0.005

0.02 0.02 0.002

0.02 0.04 0.07 0.07 0.07 0.13 0.09 0.09 0.13 0.036

0.02 0.02 0.02 0.02 0.003

0.07 0.02 0.02 0.07 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.04 0.02 0.09 0.031

0.02 0.02 0.02 0.003

0.001

0.02 0.04 0.04 0.007

0.02 0.04 0.002

0.16 0.24 0.18 0.18 0.16 0.04 0.02 0.04 0.02 0.02 0.082

0.04 0.04 0.04 0.02 0.027

0.07 0.002

0.07 0.09 0.04 0.20 0.24 0.16 0.04 0.060

0.18 0.07 0.29 0.20 0.18 0.07 0.04 0.02 0.11 0.04 0.02 0.04 0.09 0.04 0.02 0.07 0.080

0.04 0.07 0.09 0.02 0.07 0.04 0.04 0.02 0.029

0.001

0.04 0.09 0.02 0.011

0.36 0.33 0.11 0.09 0.29 0.04 0.04 0.04 0.11 0.064

0.29 0.33 0.20 0.11 0.033

0.02 0.02 0.002

0.02 0.02 0.04 0.04 0.006

0.11 0.04 0.09 0.20 0.09 0.22 0.13 0.27 0.22 0.31 0.11 0.29 0.22 0.11 0.07 0.20 0.04 0.09 0.07 0.129

0.02 0.02 0.02 0.09 0.02 6.04 4.13 1.11 0.02 0.09 0.422 3

0.02 0.07 0.02 0.04 0.02 0.02 0.04 0.07 0.11 0.11 0.09 0.02 0.02 0.04 0.055

0.001

0.04 0.004

0.04 0.02 0.02 0.006

0.07 0.016

0.04 0.009

0.02 0.04 0.11 0.16 0.07 0.13 0.16 0.22 0.18 0.04 0.045

0.51 1.20 1.02 1.09 1.24 0.76 0.225 8

0.005

0.13 0.04 0.006

0.02 0.02 0.020

0.04 0.02 0.04 0.20 0.29 0.24 0.02 0.04 0.20 0.082

0.043

0.04 0.42 0.29 0.44 0.13 0.02 0.09 0.18 0.27 0.093

0.009

0.02 0.80 0.190 9

0.18 0.24 0.11 0.16 0.20 0.11 0.13 0.02 0.16 0.16 0.49 0.22 0.29 0.58 0.02 0.13 0.60 0.274 7

0.004

0.07 0.04 0.016

0.001

0.02 0.02 0.02 0.002

0.031

0.49 0.62 0.60 0.18 0.29 0.07 0.13 0.11 0.36 0.27 0.13 0.27 0.20 0.93 0.40 0.16 0.96 1.38 1.13 0.360 5

0.001

0.07 0.20 0.07 0.60 0.20 0.38 1.27 0.07 0.20 0.24 0.22 0.47 0.09 0.16 0.13 0.13 0.186 10

0.80 0.87 0.062

0.22 0.22 0.16 0.24 0.09 0.22 0.71 0.71 0.13 0.13 0.27 0.33 0.09 0.78 0.16 0.78 1.51 3.02 0.44 0.501 2

0.02 0.44 0.021

2.89 4.11 3.38 3.89 3.67 3.04 2.04 3.67 1.67 7.91 6.33 10.27 7.58 9.31 8.13 7.69 14.16 6.60 5.09 5.763

21 20 17 22 20 18 17 19 18 15 19 26 23 23 22 15 22 18 25
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表２ 調査地点別の優占度と出現率

優占度(％)＝各調査地毎にその種の個体数を全個体数で除した値. 平均優占度(％)＝各地点の優占度の合計値を７地点で除した値.
出現率(％)＝その種が確認された日数を調査日数(28日)で除した値.

種 名
地点別優占度 (％) 平均優占度(%) 出現率

A 順位 B 順位 C 順位 D 順位 E 順位 F 順位 G 順位 順位 (％) 順位

カイツブリ 0.85 3.28 3.08 9 0.45 0.42 1.15 89.29 6

カンムリカイツブリ 0.04 0.11 0.02 7.14

カワウ 1.63 0.85 7.56 4 1.32 1.35 0.42 0.31 1.92 60.71

ゴイサギ 0.12 0.29 0.15 0.11 0.21 0.62 0.21 17.86

ダイサギ 3.09 9 1.42 8 7.28 5 0.88 0.56 1.36 0.62 2.17 75.00

アオサギ 2.28 1.18 10 3.42 10 2.20 1.13 2.30 8 1.25 1.97 96.43 3

マガモ 55.40 1 8.27 3 5.58 7 6.09 6 0.10 20.08 1 13.65 1 60.71

カルガモ 1.63 6.42 3 5.28 7 19.82 1 1.69 0.31 5.62 7 5.82 5 89.29 6

コガモ 12.71 2 4.71 9 7.64 5 0.23 0.10 10.09 2 5.07 7 71.43

ヒドリガモ 0.77 0.11 7.14

シマアジ 0.24 0.03 7.14

ミコアイサ 0.04 0.14 0.03 7.14

カワアイサ 0.49 0.24 1.00 0.44 0.68 1.78 0.31 0.71 53.57

ミサゴ 0.04 0.15 0.21 0.06 14.29

トビ 1.95 0.20 0.14 0.73 0.68 0.63 0.42 0.68 67.86

オオタカ 0.14 0.29 0.10 0.08 14.29

ハイタカ 0.11 0.02 3.57

ノスリ 0.08 0.29 0.29 0.11 0.21 0.14 21.43

ハヤブサ 0.29 0.10 0.06 7.14

キジ 3.26 8 0.57 1.43 1.32 1.92 1.67 1.77 1.70 60.71

コチドリ 1.95 0.29 1.92 0.31 0.64 39.29

ケリ 0.34 0.05 3.57

イソシギ 4.40 6 0.24 0.86 0.59 0.90 1.57 0.94 1.36 53.57

キジバト 1.63 0.93 1.71 0.59 1.24 2.20 10 2.08 1.48 85.71 8

カワセミ 0.65 0.41 0.71 0.73 0.23 0.31 0.73 0.54 57.14

アオゲラ 0.15 0.02 3.57

ヒバリ 0.24 0.43 0.11 0.21 0.21 0.17 21.43

ツバメ 0.65 0.53 1.00 3.08 9 0.68 1.78 1.35 1.30 46.43

イワツバメ 0.20 3.85 9 0.58 14.29

キセキレイ 0.21 0.03 7.14

ハクセキレイ 0.33 0.11 0.31 0.21 0.14 17.86

セグロセキレイ 3.42 7 0.81 3.42 10 2.50 2.48 10 4.18 5 1.87 2.67 100.00 1

ヒヨドリ 0.65 0.28 1.28 0.88 17.70 1 30.65 1 5.83 6 8.18 3 42.86

モズ 0.98 0.53 1.85 1.62 1.58 1.15 0.10 1.12 82.14 9

ヒレンジャク 0.04 0.01 3.57

ノゴマ 0.04 0.14 0.15 0.23 0.08 7.14

ジョウビタキ 0.04 0.29 0.29 0.21 0.12 21.43

ノビタキ 0.12 0.29 1.03 0.45 0.42 0.33 25.00

ツグミ 0.33 0.04 0.11 0.31 0.42 0.17 21.43

ウグイス 0.33 0.65 1.28 1.62 0.90 0.42 0.73 0.85 50.00

オオヨシキリ 8.47 4 0.93 2.71 4.11 8 7.10 5 7.11 4 3.23 10 4.81 8 28.57

エゾムシクイ 0.04 0.29 0.15 0.21 0.10 3.57

センダイムシクイ 0.08 0.43 0.23 0.10 0.12 7.14

シジュウカラ 0.49 0.14 1.35 0.84 0.10 0.42 28.57

ホオジロ 2.61 0.77 1.00 1.32 1.80 2.30 8 1.46 1.61 64.29

カシラダカ 2.28 1.22 9 0.14 0.21 0.73 0.65 28.57

アオジ 2.12 1.06 2.14 3.08 9 1.24 1.67 1.56 1.84 53.57

オオジュリン 0.04 0.34 0.73 0.16 10.71

アトリ 1.95 7 12.27 1 0.29 3.49 9 1.15 6.45 5 3.66 10 32.14

カワラヒワ 4.72 5 2.07 5 5.28 7 11.01 2 4.28 7 3.24 7 8.74 3 5.62 6 92.86 5

ハギマシコ 0.52 0.07 3.57

ベニマシコ 0.16 0.43 0.44 0.56 0.21 0.31 0.30 28.57

ウソ 0.11 0.02 3.57

イカル 0.14 0.10 0.10 0.05 10.71

シメ 2.93 10 0.45 0.10 0.94 0.63 10.71

スズメ 11.24 3 2.32 4 9.42 2 8.08 3 10.15 3 7.43 3 4.79 8 7.63 4 96.43 3

コムクドリ 0.10 0.01 3.57

ムクドリ 12.87 2 0.49 1.71 6.31 6 3.61 8 4.08 6 1.77 4.41 9 78.57 10

ミヤマガラス 0.49 8.46 4 1.28 10.71

ハシボソガラス 21.34 1 2.07 5 7.13 6 7.78 4 10.82 2 17.57 2 8.53 4 10.75 2 100.00 1

ハシブトガラス 0.81 0.04 2.25 0.44 14.29

確認個体数総計 614 2462 701 681 887 956 961 7262

確 認 種 数 30 47 41 37 44 40 43 61


